











































































































































































郎らであったが，その綱領として， r 1. 政治的には我が社稜体統公同自治を
確立す 2. 経済的には我が共存互済の原則により農を本とし衣食住物資の充



































































































































































































































































































































































制 橘孝三郎著『日本愛国革新本義~ (~現代史資料 5
第 1篇51頁・ 52"'-'3頁。
第2篇63頁・ 65頁・ 71頁・ 74頁
第3篇78頁・ 81頁・ 77頁・ 82頁・ 83頁・ 84"'-'6頁。























































制 レーニン「なにをなすべきか?J (W レーニン全集~ 5巻446'""7頁〉。




























年には『皇道文明優越論j(天皇論の第4部)， ~皇道哲学概論j (同 5部〉と続
-218-
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側 n天皇制」論集』第2輯所収26頁・ 28頁・ 31頁・ 3'"'-'4頁・ 40'"'-'42頁・ 4頁。
-221-

